	遺  産  分  割  協  議  書



被相続人の表示
	氏名
	

	生年月日
	

	死亡年月日
	

	本籍
	

	最後の住所
	



上記被相続人の相続人全員は、被相続人の遺産について協議を行い、次のとおり分割することに合意した。
第1条（預貯金）
次の預貯金は、相続人　〇〇　〇〇がこれを取得する。
（1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2　次の預貯金は、相続人　〇〇　〇〇がこれを取得する。
（1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第2条（有価証券）
相続人　〇〇　〇〇は、次の有価証券を取得する。
（1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第3条（払戻し済みの預貯金の精算）
相続人　〇〇　〇〇が本協議の成立前に民法909条の2の規定により単独で払戻しを受けた金　　　　　　円は、同条後段のとおり、同相続人が遺産の一部の分割により取得したものとして扱い、第1条第1項の取得分に含める。
第4条（葬儀費用等）
被相続人の葬儀費用及び未払の医療費は、相続人　〇〇　〇〇が第1条第1項の預貯金から支払うものとし、相続人　〇〇　〇〇はこれを負担しない。
第5条（後日判明した財産）
本協議書に記載のない遺産及び本協議の成立後に新たに判明した遺産については、相続人　〇〇　〇〇及び相続人　〇〇　〇〇が各2分の1の割合で取得する。

以上のとおり協議が成立したので、これを証するため本協議書を相続人の人数分作成し、相続人全員が署名押印のうえ、各自1通を保有する。
　　　　年　　月　　日
	相続人
住所
氏名　　　　　　　　　　　　印
	
	相続人
住所
氏名　　　　　　　　　　　　印



※ 口座は金融機関名・支店名・預金種別・口座番号まで書き、残高証明書と突き合わせます。ゆうちょ銀行は記号と番号で特定します。金融機関では発行後3〜6か月以内の印鑑証明書を求められることが多いため、取得時期にご注意ください。
テンプレート提供：士業AI（shigyo-ai.com）
